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「
い
ち
じ
く
の
君
へ
」
登
場
人
物
表 

奈
々
（
１
８
） 

古
典
文
学
を
好
む
イ
ン
ド
ア
派
な
高
校3

年
生
。
口
下
手
。 

 

美
優
（
１
８
） 

奈
々
の
友
達
。
元
気
で
ア
ウ
ト
ド
ア
派
な
高
校3

年
生
。
大

学
を
目
指
す
も
、
成
績
が
伸
び
ず
補
講
を
受
け
る
。 

 

友
達
（
１
８
） 

美
優
の
友
達
。
美
優
と
同
じ
大
学
に
入
る
た
め
に
美
優
と
共

に
補
講
に
励
む
。 

 
 



 1 

1.
 

【
２
階 

２
０
１
教
室
】
８
月
１
７
日
・
昼
・
内 

 
 

 
 

奈
々
（
１
８
）
、
教
室
の
窓
際
で
本
を
読
む
。 

奈
々
（
Ｍ
） 

「
昔
の
人
が
残
し
て
く
れ
た
世
界
が
好
き
。
」 

 
 
 

奈
々
、
深
い
た
め
息
を
つ
く
。 

奈
々
（
Ｍ
） 

「
情
緒
溢
れ
る
言
葉
の
重
な
り
が
文
字
の
世
界
に
深
い
色

を
つ
け
る
か
ら
。
」 

 
 
 

美
優
（
１
８
）
、
教
室
に
入
る
。 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
前
の
椅
子
に
立
つ
。 

美
優 

「
奈
々
～
。
ま
た
そ
ん
な
本
読
ん
で
い
る
の
？
」 

 
 
 

奈
々
、
顔
を
上
げ
、
美
優
を
見
上
げ
る
。 

奈
々 

「
も
う
い
い
で
し
ょ
？
ほ
っ
と
い
て
よ
。
」 

美
優 

「
ま
た
そ
う
や
っ
て
本
に
ば
っ
か
り
。
な
ん
で
窓
開
け
な

い
の
？
暑
い
よ
今
日
。
」 

 
 
 

美
優
、
窓
を
開
け
る
。 

奈
々 

「
気
に
し
て
な
い
か
ら
。
」 

 
 
 

美
優
、
椅
子
に
座
る
。 

美
優 

「
奈
々
は
補
講
と
か
受
け
て
な
い
の
？
」 

奈
々 

「
別
に
。
」 

 
 
 

奈
々
、
本
を
読
み
な
が
ら
答
え
る
。 

美
優 

「
頭
い
い
っ
て
羨
ま
し
い
な
ぁ
。
今
度
勉
強
教
え
て

よ
。
」 

奈
々 

「
時
間
が
あ
れ
ば
ね
。
」 

美
優 

「
そ
ん
な
こ
と
言
わ
な
い
で
さ
。…

…

あ
！
最
近
の
本
と

か
読
み
な
？
面
白
い
よ
。
」 

 
 
 

美
優
、
ス
マ
ホ
を
取
り
出
す
。 



 2 

 
 
 

美
優
、
ス
マ
ホ
画
面
を
見
せ
る
。 

美
優 

「
こ
れ
！
お
す
す
め
の
ア
ウ
ト
ド
ア
の
本
で
読
ん
だ
ら
行

き
た
く
な
る
ん
だ
よ
ね
。
奈
々
っ
て
キ
ャ
ン
プ
と
か
」 

 
 
 

開
い
て
い
る
窓
か
ら
蝉
時
雨
が
降
る
。 

 
 
 

奈
々
、
美
優
が
言
い
切
る
前
に
被
せ
て
話
す
。 

奈
々 

「
だ
か
ら
興
味
な
い
っ
て
ば
。
」 

 
 
 

奈
々
、
美
優
の
ス
マ
ホ
を
押
し
返
す
。 

 
 
 

美
優
、
ス
マ
ホ
が
床
に
落
ち
る
。 

 
 
 

蝉
が
一
斉
に
泣
き
止
む
。 

奈
々 

「
ご
め
ん
。
」 

美
優 

「…
…

。
」 

奈
々 

「…
…

。
」 

 
 
 

美
優
、
ス
マ
ホ
を
強
く
握
る
。 

美
優 

「
興
味
な
い
っ
て…

…

。
興
味
な
い
っ
て
何
な
の
？
私
だ

っ
て…

…

。
」 

 
 
 

美
優
、
荷
物
を
ま
と
め
て
出
て
い
く
。 

2.
 

【
２
階 

２
０
１
教
室
前
廊
下
】
８
月
１
８
日
・
昼
・
内 

美
優
Ｍ 

 
 

「
昨
日
か
ら
夏
休
み
の
教
室
が
静
か
に
な
っ
た
。
」 

美
優
Ｍ 

 

「
こ
の
静
か
さ
は
鈍
感
な
私
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
」 

 
 
 

 
 

美
優
と
友
達
（
１
８
）
、
廊
下
を
歩
く
。 

 

 
 
 

美
優
、
ス
マ
ホ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
バ
ツ
を
書
く
。 

友
達 

「
何
書
い
て
ン
の
？
あ
！
も
し
か
し
て
別
れ
た
日
か
ら

書
い
て
い
る
と
か
？
」 

美
優 

「…
…

ま
あ
？
そ
ん
な
と
こ
ろ
。
」 

友
達 

「
え
？
ま
じ…

。
な
ん
か
ご
め
ん
。
」 



 3 

 
 
 

美
優
、
ド
ア
か
ら
教
室
を
覗
く
。 

美
優 

 
 
 
 

（
小
声
で
）
「
も
う
来
な
い
の
か
な
。
」 

友
達 

 
 
 
 

「
え
？
や
っ
ぱ
未
練
あ
る
ん
だ
ろ
。
で
も
俺
ら
も
う
受
験 

 
 

 

近
い
わ
け
だ
し
。…

…

な
。
」 

美
優 

 
 
 
 

「…
…

。
」 

 
 
 
 
 
 
 

美
優
、
友
達
を
小
突
く
。 

3.
 

【
２
階 
２
０
１
教
室
】
８
月
１
８
日
・
昼
過
ぎ
・
内 

奈
々
（
Ｍ
） 

「
い
つ
か
ら
か…

夏
休
み
の
学
校
が
静
か
に
な
っ
た
。
」 

奈
々
（
Ｍ
） 

「
き
っ
と
学
校
が
始
ま
る
前
の
、
嵐
の
前
の
静
け
さ
。
」 

 
 
 

締
め
切
ら
れ
た
教
室
は
廊
下
に
響
く
生
徒
の
声
と
紙

を
め
く
る
微
か
な
音
で
満
ち
て
い
る
。 

奈
々
（
Ｍ
） 

「
遠
く
で
補
講
を
受
け
て
い
る
学
生
の
声
も
微
か
な
雑
音

の
よ
う
に
。
」 

 
 
 

奈
々
、
本
を
読
む
。 

 
 
 

奈
々
、
ド
ア
を
見
る
。 

奈
々 

（
小
声
で
）
「
せ
っ
か
く
勉
強
し
よ
う
と
思
っ
た
の
に…

…

。
」 

【
２
階 

２
０
１
教
室
前
廊
下
】
８
月
１
９
日
・
昼
・
内 

 
 
 

美
優
と
友
達
、
廊
下
を
歩
く
。 

友
達 

「
今
日
の
補
講
、
あ
ん
ま
関
係
な
い
し
サ
ボ
っ
て
飯
行
こ

う
ぜ
。
」 

美
優 

「
だ
め
だ
よ
。
大
学
行
く
ん
で
し
ょ
？
」 

友
達 

「
だ
よ
な
～
。
」 

 
 
 

美
優
、
教
室
を
覗
き
込
む
。 

 
 
 

美
優
、
ス
マ
ホ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
バ
ツ
を
書
く
。 
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【
２
階 

２
０
１
教
室
】
８
月
２
０
日
・
昼
・
内 

 
 
 

奈
々
、
一
人
で
本
を
読
む
。 

 
 
 

奈
々
、
教
科
書
を
机
に
置
く
。 

 
 
 

奈
々
、
ス
マ
ホ
で
時
間
を
見
る
。 

4.
 

【
２
階 

２
０
１
教
室
前
廊
下
】
８
月
２
１
日
・
昼
・
内 

 
 
 

美
優
と
友
達
、
廊
下
を
歩
く
。 

 
 
 

美
優
、
ス
マ
ホ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
開
く
。 

友
達 

「
お
ま
え
ま
た…

…

。
」 

 
 
 

美
優
、
教
室
を
覗
き
込
む
。 

美
優 

「
奈
々
！
」 

 
 
 

奈
々
、
走
っ
て
教
室
を
出
る
。 

 
 
 

奈
々
、
廊
下
に
手
紙
を
落
と
す
。 

美
優 

「
奈
々
！
待
っ
て
！
」 

 
 
 

美
優
、
手
紙
を
拾
う
。 

 
 
 

友
達
、
追
い
か
け
よ
う
と
す
る
美
優
の
腕
を
掴
む
。 

友
達 

「
美
優
、
何
し
て
ん
だ
よ
？
補
講
遅
れ
る
ぞ
。
今
日
の
補

講
は
大
事
な
ん
だ
っ
て
言
っ
て
た
だ
ろ
？
」 

美
優 

「
今
は…

。
今
は
大
丈
夫
だ
か
ら
！
」 

 
 
 

美
優
、
奈
々
を
追
い
か
け
る
。 

友
達 

「
あ…

お
い
！
一
緒
の
大
学
行
く
ん
だ
ろ
。…

…

先
に
行

く
か
ら
な
。
」 

 
 
 

友
達
、
補
講
へ
向
か
う
。 

5.
 

【
１
階 

階
段
裏
】
８
月
２
１
日
・
昼
・
内 

 
 

 
 

奈
々
、
一
人
で
座
り
こ
む
。 



 5 

 
 
 

奈
々
、
涙
が
出
る
。 

 
 
 

美
優
、
奈
々
を
見
つ
け
る
。 

美
優 

「
奈
々
！ 

こ
れ…

。
読
ん
だ
け
ど
、
奈
々
の
気
持
ち
が

分
か
ら
な
か
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。
私
も…

…

。
私
も

謝
り
た
か
っ
た
。
だ
か
ら…

…

。
」 

美
優 

「
あ
の
さ
、
一
緒
に
！
」 

 
 
 

奈
々
、
美
優
の
言
葉
に
被
せ
る
よ
う
に
話
す
。 

奈
々 

「
ご
め
ん…

…

ご
め
ん
。
美
優
の
、
美
優
の
声
が
分
か
ら

な
い
の
。
」 

 
 
 

奈
々
、
涙
が
流
れ
る
。 

美
優 

「
え
？
」 

 
 
 

蝉
の
鳴
き
声
が
と
め
ど
な
く
鳴
り
響
く
。 

美
優 

「
ご
め
ん…

。
ご
め
ん
ね
。
奈
々
。
」 

奈
々 

「
美
優
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
か
ら
泣
か
な
い
で
。
」 

美
優 

「
分
か
っ
て
は
い
た
け
ど
。
分
か
っ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た

の
に…

…

。
」 

美
優 

「
も
っ
と
奈
々
と
し
っ
か
り
話
せ
た
ら
、
も
っ
と…

…

。
」 

〇
（
回
想
）
【
２
階 

２
０
１
教
室
】
４
月XX

日
・
昼
・
内 

 
 

 
 

奈
々
、
一
人
で
読
書
を
す
る
。 

 
 

 
 

美
優
、
後
ろ
を
振
り
向
く
。 

美
優 

「
ね
え
！
何
読
ん
で
る
の
！
」 

〇
（
回
想
）
【
２
階 

２
０
１
教
室
】
４
月XX

日
・
昼
・
内 

 
 
 

奈
々
、
一
人
で
読
書
を
す
る
。 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
前
の
椅
子
に
座
る
。 

美
優 

「
ね
え
奈
々
！
遊
び
に
行
こ
？
」 

〇
（
回
想
）
【
２
階 

２
０
１
教
室
】
４
月XX

日
・
昼
・
内 
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奈
々
、
一
人
で
読
書
を
す
る
。 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
隣
に
座
る
。 

美
優 

「
私
た
ち
も
う
３
年
生
だ
ね
。
ね
え…

。
」 

（
回
想
終
了
） 

 
 
 

奈
々
、
涙
を
流
す
。 

奈
々 

「
ね
え
。
」 

美
優 

「
ど
う
し
た
の
？
」 

奈
々 

「
私
た
ち
も
う
３
年
生
だ
っ
た
ね
。
」 

美
優 
「
覚
え
て
い
て
く
れ
て
た
ん
だ
。…

…

今
か
ら
で
も
き
っ

と
遅
く
な
い
よ
。
」 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
手
を
引
っ
張
り
教
室
か
ら
出
る
。 

奈
々 

「
な
に
？
」 

6.
 

【
森
林
公
園
】
８
月
２
１
日
・
昼
過
ぎ
・
外 

 
 

 
 

奈
々
、
美
優
に
連
れ
ら
れ
後
ろ
を
歩
く
。 

奈
々 

「
ど
う
し
た
の
？
」 

 
 
 

奈
々
、
足
を
止
め
る
。 

美
優 

「
奈
々
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
ど
ん
な
と
き
も

私
は
奈
々
に
助
け
ら
れ
て
い
た
ん
だ
。
」 

奈
々 

「
わ
か
ら
な
い
っ
て
言
っ
て
る
で
し
ょ
！
」 

 
 
 

公
園
に
響
く
音
が
一
斉
に
止
む
。 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
言
葉
に
被
せ
る
よ
う
に
話
す
。 

美
優 

「
だ
か
ら
、
聞
い
て
よ
。
」 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
方
へ
振
り
向
く
。 

美
優 

「
松
ケ
根
の
、
岩
田
の
岸
の
夕
涼
み
。
」 
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奈
々 

「
君
が
あ
れ
な
と
思
ほ
ゆ
る
か
な…

…

っ
て
あ
れ
？
な
ん

で
知
っ
て
い
る
の
。
」 

美
優 

「…
…

聞
か
な
い
で
よ
。
」 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
手
を
握
る
。 

美
優 

「
ね
え
、
奈
々
？
」 

奈
々 

「
な
に
？
」 

美
優 

「
私
、
奈
々
と…

…

。
」 

奈
々 

「
う
ん
、
私
も
遊
び
た
い
。
美
優
と
一
緒
に
。
」 

7.
 

【
学
校 

教
室
】
１
０
月
某
日
・
昼
過
ぎ
・
内 

 
 

 
 

美
優
と
友
達
、
補
講
を
受
け
る
。 

美
優
Ｎ 

「
私
た
ち
は
あ
の
夏
の
終
わ
り
を
最
後
に
互
い
の
進
路
の

た
め
に
離
れ
て
い
っ
た
。
私
は
奈
々
へ
の
思
い
を
秘
め
た

ま
ま
月
日
は
過
ぎ
て
、
世
界
の
熱
だ
け
は
冷
め
て
い

く
。
」 

 
 
 

美
優
、
た
め
息
を
つ
く
。 

友
達 

「
な
あ
、
結
局
ほ
ら
、
ど
う
な
っ
た
ん
だ
よ
。
」 

 
 
 

友
達
、
親
指
を
見
せ
る
。 

美
優 

「
あ
～
。
ま
あ
な
ん
と
か
っ
て
感
じ
か
な
。
」 

友
達 

「
な
ん
だ
よ
。
」 

美
優 

「
も
し
か
し
て
心
配
し
て
く
れ
た
の
？
」 

友
達 

「
違
え
よ
。
」 

美
優 

「
私
は
心
配
し
て
る
ん
だ
よ
。
」 

友
達 

「
俺
の
こ
と
？
」 

美
優 

「
違
う
！
」 

先
生 

「
お
い
、
集
中
し
ろ
。
」 
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美
優 

「
は
ー
い
。
」 

8.
 

【
美
優
の
実
家
】
８
月
半
ば
・
昼
過
ぎ
・
内 

 
 
 

美
優
、
荷
物
整
理
を
す
る
。 

美
優 

「
懐
か
し
い
な
ぁ
。
」 

 
 
 

美
優
、
高
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
手
に
取
る
。 

 
 
 

美
優
、
寄
せ
書
き
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
。 

美
優 
「
３
年
前…

…

。
楽
し
か
っ
た
な
ぁ
。
」 

 
 
 

美
優
、
奈
々
の
寄
せ
書
き
を
見
る
。 

美
優 

「
今
何
や
っ
て
る
の
か
な
。
」 

 
 
 

窓
か
ら
蝉
の
鳴
き
声
が
美
優
の
部
屋
に
響
く
。 

美
優 

「
お
母
さ
ん
、
ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
く
る
。
」 

9.
 

【
森
林
公
園
】
８
月
半
ば
・
昼
過
ぎ
・
外 

 
 
 

美
優
、
公
園
に
着
く
。 

美
優 

「…
…

や
っ
ぱ
り
、
い
な
い
よ
ね
。
」 

 
 
 

美
優
、
公
園
か
ら
出
て
い
く
。 

 
 
 

美
優
、
奈
々
と
す
れ
違
う
。 

奈
々 

「…
…

美
優
？
」 

美
優 

「
奈
々
？
」 

 
 
 

奈
々
、
涙
ぐ
む
。 

奈
々 

「
話
し
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
の
。
」 

美
優 

「
私
も
奈
々
と
会
え
な
か
っ
た
３
年
間
の
こ
と
、
た
く
さ

ん
話
し
た
い
。
」 

（
終
わ
り
） 


